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9 はじめに

は
じ
め
に

本
書
の
大
き
な
目
的
は
表
題
に
示
し
た
よ
う
に
「
古
代
的
心
性
」
の
一
斑
を
明
ら
め
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
折
口
信
夫
が
学
問
の

俎
上
に
上
せ
た
「
芸
能
」
の
論
、
お
よ
び
、
折
口
学
の
中
核
で
あ
る
「
ま
れ
び
と
」「
常
世
」
の
論
を
足
が
か
り
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
批
判

的
に
受
け
継
ぎ
つ
つ
実
証
的
に
「
古
代
的
心
性
」
へ
近
づ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
書
は
三
部
か
ら
成
り
、「
芸
能
」
に
つ
い
て
は
第
一

部
「
芸
能
研
究
」、「
ま
れ
び
と
」
に
つ
い
て
は
第
二
部
「
踏
歌
研
究
」、「
常
世
」
に
つ
い
て
は
第
三
部
「
常
世
研
究
」
に
お
い
て
考
察
を
加

え
る
。
各
部
に
お
け
る
問
題
意
識
と
研
究
目
的
は
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
置
い
た
序
論
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
表
題
に
含
ま
れ
る
「
心

性
」
と
「
古
代
的
」
と
い
う
言
葉
が
本
書
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
聊
か
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

「
心
性
」
と
は
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
に
お
け
るm
entalitè

の
訳
語
で
あ
り
、「
あ
る
時
代
・
社
会
に
特
有
な
」（
増
尾
・
工
藤
・
北
條
二
〇
〇

三
）、「
人
び
と
の
こ
こ
ろ
の
、
自
覚
さ
れ
な
い
隠
れ
た
領
域
か
ら
、
感
覚
、
感
情
、
欲
求
、
さ
ら
に
は
、
価
値
観
、
世
界
像
に
至
る
ま
で
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ヴ
ェ
ル
を
包
み
こ
む
広
い
概
念
」（
二
宮
二
〇
一
一
）
の
こ
と
を
指
す
。
ア
ナ
ー
ル
学
派
に
よ
っ
て
一
般
化
し
た
「
心
性
」
概

念
で
あ
る
が
、
そ
の
動
向
に
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
派
社
会
学
の
「
集
合
意
識
」「
集
合
表
象
」
論
の
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
宮
島

一
九
八
七
、
二
宮
二
〇
一
一
、
増
尾
・
工
藤
・
北
條
二
〇
〇
三
）。
柳
田
国
男
は
民
間
伝
承
の
資
料
を
第
一
部
「
体
碑
」「
有
形
文
化
」（
目
に
映

ず
る
資
料
）、
第
二
部
「
口
碑
」「
言
語
芸
術
」（
耳
に
聞
こ
え
る
言
語
資
料
）、
第
三
部
「
心
碑
」「
心
意
現
象
」（
心
意
感
覚
に
訴
え
て
初
め
て
理

解
で
き
る
も
の
）（
柳
田
一
九
九
八
ａ
・
ｂ
）
に
三
分
類
し
、
第
三
部
の
考
究
を
民
俗
学
の
主
目
的
に
掲
げ
て
い
る
（
柳
田
一
九
九
八
ｂ
）。
川
田

（
一
九
九
〇
）
に
よ
れ
ば
、「
心
意
」
を
重
視
す
る
柳
田
の
姿
勢
は
、
や
は
り
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
折
口

（
一
九
七
一
）
は
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
五
月
七
日
の
國
學
院
大
學
郷
土
研
究
会
の
講
義
に
お
い
て
、
柳
田
国
男
が
心
意
伝
承
研
究
の
先

駆
者
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
つ
つ
、「
日
本
民
俗
学
の
う
え
に
、
最
初
に
民
俗
伝
承
を
置
い
て
み
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
影
響
の
も
と
、
日
本
民
俗
学
は
「
心
意
」
の
研
究
を
主
目
的
と
し
て
標
榜
す
る
に
至
っ
た
の
だ
が
、「
心
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10はじめに

意
」
と
い
う
語
は
用
い
ず
と
も
、
心
性
の
考
究
は
そ
れ
以
前
か
ら
日
本
民
俗
学
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
折
口
（
一
九
七
一
）
は
大

正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
二
月
二
十
日
の
「
民
間
伝
承
学
講
義
」
で
、
民
間
伝
承
に
お
け
る
「
精
神
伝
承
」、
具
体
的
に
は
「
生
き
死
に
に

関
し
て
の
考
え
」「
永
遠
に
対
す
る
考
え
」「
他
界
の
考
え
」「
霊
魂
の
問
題
」
な
ど
を
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
前
三
者

に
つ
い
て
は
「
異
郷
意
識
の
進
展
」（
初
出
一
九
一
六
）・「
妣
が
国
へ
・
常
世
へ
」（
初
出
一
九
二
〇
）
な
ど
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
大

正
十
年
・
十
二
年
の
両
度
の
沖
縄
採
訪
の
後
、「
古
代
生
活
の
研
究　

常
世
の
国
」（
初
出
一
九
二
五
）・「
国
文
学
の
発
生
（
第
三
稿
）」（
初
出

一
九
二
九
）
と
い
っ
た
「
ま
れ
び
と
」
論
に
結
実
し
た
）
（
（

。
こ
れ
ら
の
一
連
の
研
究
は
、
日
本
に
お
け
る
他
界
・
外
来
者
に
つ
い
て
の
心
性
史

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
用
い
る
「
心
性
」
は
、
信
仰
に
関
わ
る
心
の
有
り
よ
う
を
中
核
と
す
る
折
口
の
「
心
意
」
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
、

考
察
の
対
象
は
必
ず
し
も
信
仰
の
領
域
に
留
ま
ら
な
い
。
本
書
第
一
部
で
は
儀
礼
・
祭
式
か
ら
発
生
す
る
「
芸
能
」
を
取
り
挙
げ
て
い
る
が
、

そ
の
主
た
る
興
味
は
む
し
ろ
、
儀
礼
的
・
祭
式
的
な
拘
束
力
か
ら
逸
脱
す
る
奔
放
な
人
間
の
心
性
に
あ
る
。
ま
た
、
第
三
部
で
は
折
口
が

「
ま
れ
び
と
」
の
故
地
と
見
做
し
た
「
常
世
」
に
、
永
生
た
り
え
な
い
人
間
の
悲
哀
を
見
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
さ
と
は

正
反
対
に
、
現
実
の
社
会
活
動
が
も
た
ら
す
豊
か
さ
の
代
名
詞
と
し
て
「
常
世
」
を
持
ち
出
す
能
動
性
に
も
言
及
し
て
い
る
。
超
自
然
的
な

存
在
に
対
す
る
盲
目
的
な
信
頼
と
渇
仰
を
「
信
仰
」
と
呼
ぶ
の
な
ら
ば
、「
常
世
」
へ
の
不
信
に
満
ち
た
眼
差
し
も
、
常
世
を
現
実
世
界
に

た
ぐ
り
寄
せ
る
能
動
性
も
、
信
仰
的
心
性
と
は
程
遠
い
も
の
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
本
書
で
は
、
先
述
し
た
ア
ナ
ー
ル
学
派
に
よ
る
広
範
な

意
味
合
い
に
お
い
て
「
心
性
」
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
、「
あ
る
時
代
・
社
会
に
特
有
な
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
、
や
や
異
な
る
視
座
を
本
書
は
持
つ
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
折
口
の
言
及
す
る
古
代
は
あ
る
特
定
の
時
代
を
指
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ど
の
時
代
に
も
具
現
化
し
う
る
「
民
族
の
普

遍
の
心
意
」（
伊
藤
一
九
八
八
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
第
一
の
目
的
も
、
時
代
や
社
会
を
貫
く
普
遍
的
心
性
の
闡
明
に
あ

る
。
例
え
ば
第
二
部
（
第
六
章
）
で
は
、
九
世
紀
半
ば
の
貞
観
年
間
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
の
祭
式
と
、
十
三
世
紀
後
半
の
熱
田
神
宮
に
お
け
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